
この地域は土壌の侵食によってできた「谷戸」とよばれる小さな谷が入り組んだ複雑な地形をしています。今は住宅地になっている平

地も造成される前は尾根と谷が連続していました。谷戸は雑木林や土手の草地、水路、水田や畑が狭い範囲にセットになっているので生き

物が豊かな場所であり、その価値が見直されています。
※これらの写真は、樹林地で見られる動植物の一例です。時期や状況によって見られないこともあります。

キタテハ ツリガネニンジン ツグミムラサキシキブ

横浜には様々なタイプの森があります。神社などで見られるシイやカシといった常緑広葉樹林は、横浜の原生的な森の姿に近いと言われて

います。「雑木林」として知られているクヌギやコナラの林、スギやヒノキなどの針葉樹林、竹林などは人が暮らすのに必要な森として手

を入れ、育んできた森です。また森の周りには水田や草地などいろいろな環境が一体になり、豊かな里山を形成していました。

横浜市では、これらの森を土地所有者の方のご協力のもと「市民の森」「ふれあいの樹林」として保全し公開しています。

この森はどんな森？

森・生き物情報

横浜の森はどんな森？




